
 

 

 

ニ ュ ー ス レ タ ー 
2022 年２月 

親愛なる皆さま 
2021 年第２期ニュースレターをお送りいたします。 

好調な滑り出し  

収穫が開始したのは９月 14 日。好天とは言えないながらも、９月

前半でブドウ中の糖分はかなり増えました。主にムニエで収穫量が

抑えられたのも有利に働きました。  

収穫はほぼ 12 日間続きましたが（前年は９～１０日）、年々人手

の確保が難しくなっています。今年はポーランドから 13 人の助っ人

がやってきました。  

ブドウ果汁の質は上々で、８～９月にしっかりと日が照ったおかげで、豊かな風味が感じられ

ました。今年のワインと 2018、2019、2020 年の上質なリザーブワインをブレンドしてつくったキ

ュヴェ・トラディションは素晴らしい出来です。  

コロナ禍は 2021 年にまで持ち越し、年明けは売れ行きもぱっとしませんでしたが、その後の需

要は予想を超える伸びを見せました。家族の祭事や企業セミナーなどまだ制限されているイベン

トもありましたが、早くも３月には販売が動き出し、クリスマスやお正月もあって年末には出荷

量が大きく伸びました。海外でもすべての既存市場で注文が入りました。また、９月にはミネソ

タ州の新パートナーBourget Import から大型注文が入り、アメリカ市場も再始動しました。 

なぜこれほどの需要があるのかは謎です。2020 年に在庫を一掃した後の再補充でしょうか。そ

れとも物価高騰に備えてのストック増加でしょうか。 

それでも 2022 年のモットーも「慎重第一」です。１～２月は幸先がよく、すでにイギリス、フ

ィランド、エストニア、チェコ（この２か国は新市場）、アメリカ、日本に出荷されました。 

 

万一に備えて……  

今年はべと病（菌による伝染病）が猛威を振るい、ブドウの３割がだめになりました。他社の

被害状況もこれに近く、中には圧搾場を開けなかった生産者もいます。  

雹嵐など天候不安にも定期的に見舞われました。特に春先の霜は、収穫に深刻な被害を及ぼす

ことも。そこで生産者と共同組合からなる CIVC（シャンパーニュ地方ワイン生産同業委員会）が

提案した名案が「個別リサーブ」です。これは、生産者がワインをタンクで保管しておいて、不

作の年に使えるようにするというものです。 
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今年の収穫量の割り当ては、１ヘクタール当たり 10,000kg に定められましたが、弊社は１ヘ

クター当たり 6,900kg を収穫し、個別リザーブからは１ヘクタール 2,100kg のワインを使いまし

た。このリザーブはキュヴェ・トラディションのみに使われ、ミレジムにはなりません。 

原材料不足と物価高騰 

2021 年春、大きく需要が伸び始めると、仕入れの問題が出てきました。  

経済活動があまりにも長い間停滞していたためなのか、想定を上回る急速な回復のためなの

か、回復期に在庫がほぼ底をついていたためなのか。世界各地で経済活動が再開しても、これほ

ど急速な需要回復に対応できるだけの準備ができていなかったのです。加えて、パンデミックの

ために大きな打撃をこうむった関係者もいました。 

弊社でも年末商戦に向けて、周到に根気よく準備に取りかかりました。 

ラベル：通常なら３週間で納品のところを、７月に発注し、９月末に入荷。 

キャップ（ネックと栓を覆うアルミキャップ）：通常なら４週間で納品のところを、８月中旬注

文、半分を 11 月初旬、残りを 12/10 に入荷。 

カートン：通常なら４週間で納品のところを、業者が品薄を予想したため、６週間で入荷。  

コルク、口金、王冠：年末出荷にジャストタイムで入荷。 

そして現在の頭痛の種がボトルです ☹  

2021 年収穫のブドウを使ったシャンパーニュは春に瓶詰めされますが、ボトルの手配が困難に

なることが予想されます。 

パンデミックのため、ボトルの大手業者１社が再開しておらず、他社もシャンパーニュボトル

以外の取り組みを始めました。 

通常は、３月に一括して納品されるのですが、市場では需要と供給のバラ

ンスが崩れており、年内は少量ずつ納品されることになりそうです。 

この不均衡が原因で、シャンパーニュボトルの製造に必要な原材料のすべ

てが高騰しています。さらに燃料費の高騰が人件費や運送費の高騰に拍車を

かけています。 

皆さま方におかれましても健やかにお過ごしください。今年こそはコロナ

禍が収束しますように！ 

泡のように爽やかな敬意をこめて 

オリヴィエ＆セバスチャン・グラティオ 

 

最新ニュースをチェック 

インターネットサイト : www.champagne-gratiot-pilliere.com 
フェイスブック : www.facebook.com/champagne.gratiot.pilliere 
ツイッター: Champagne Gratiot@GratiotPilliere 
インスタグラム: https://www.instagram.com/champagne_gratiot_pilliere/ 


